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こ
の
春
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時

改
定
が
行
わ
れ
、
医
療
や
介
護
の
現
場
も
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
改
正
の
基
本
的
な

考
え
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
『
患
者
さ
ん
か
ら

見
て
わ
か
り
や
す
く
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）

を
高
め
る
医
療
を
実
現
す
る
視
点
』
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。 

　
主
治
医
は
診
断
・
治
療
を
開
始
す
る
に
あ

た
り
十
分
な
説
明
を
行
い
、
患
者
・
家
族
が

納
得
し
て
治
療
に
参
加
で
き
る
体
制
を
と
り

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
希
望
さ
れ
た
ら
、

速
や
か
に
応
じ
る
体
制
や
、
入
院
病
棟
で
の

看
護
師
配
置
数
の
掲
示
、
医
療
費
の
詳
細
な

内
容
が
わ
か
る
領
収
書
の
発
行
な
ど
が
義
務

化
さ
れ
ま
す
。 

　
次
に
『
質
の
高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供

す
る
た
め
に
医
療
機
能
の
分
化
・
連
携
を
推

進
す
る
視
点
』
と
し
て
、
住
民
の
方
が
住
み

な
れ
た
家
庭
や
地
域
で
療
養
し
な
が
ら
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
医
療
機
関
が
役
割
分
担
と

連
携
を
進
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。 

　
皆
様
は
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
い
う
言
葉

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

と
し
て
日
頃
の
体
調
管
理
を
行
い
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
地
域
の

医
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
の
こ
と
で
す
。

住
民
の
方
に
は
是
非
、
自
分
の
か
か
り
つ
け

医
を
持
た
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
当
院
は
か
か
り
つ
け
医
か
ら
患
者
さ
ん
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
手
術
等
の
急
性
期
治

療
を
行
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期

治
療
が
終
了
し
た
ら
、
再
び
か
か
り
つ
け
医

で
体
調
管
理
を
続
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
療
養
が
必
要
な
場
合

に
は
専
門
病
院
に
転
院
し
て
在
宅
復
帰
を
支

援
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
地
域
で
推
進

し
て
い
る
医
療
連
携
の
仕
組
み
で
す
。 

　
ま
た
、
当
院
は
平
成
１２
年
か
ら
地
域
医
療

連
携
室
が
活
動
し
、
廿
日
市
市
、
大
竹
市
、

佐
伯
区
に
あ
る
医
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
約
３

０
０
軒
）
や
病
院
（
約
２０
施
設
）
と
の
連
携

を
深
め
て
き
ま
し
た
。 

　
新
し
い
制
度
の
『
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
』

は
、
病
気
に
な
っ
た
り
障
害
を
抱
え
て
も
住

み
慣
れ
た
我
が
家
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
、
か
か
り
つ
け
医
の
往
診
や

訪
問
看
護
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
２４
時
間
体
制
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕

組
み
で
す
。 

　
ま
た
、『
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
』
は
、

急
性
期
病
院
で
手
術
を
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が

安
心
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
急
性
期
病
院
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
治
療
計
画
に
基

づ
き
入
院
か
ら
転
院
、
自
宅
へ
の
退
院
ま
で

を
計
画
的
に
進
め
る
体
制
で
す
。 

　
当
院
も
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
固
な
も
の
に
進
め
て
い
き
ま

す
。 

地
域
医
療
連
携
室
長
 

　
　
　
宮
　
田
　
恵
　
子
 

診
療
報
酬
改
定
と
地
域
医
療
連
携
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泌
尿
器
科
が
担
当
す
る
臓
器
は
尿
路
（
腎

臓
、
尿
管
、
膀
胱
、
尿
道
）
と
男
子
生
殖
器

（
睾
丸
、
副
睾
丸
、
前
立
腺
）
で
、
こ
れ
ら

臓
器
に
生
じ
る
疾
患
に
対
し
て
外
科
的
手
術

を
中
心
に
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、

入
院
患
者
さ
ん
は
、
６
０
０
〜
７
０
０
人
で

男
女
比
は
６
対
１
と
圧
倒
的
に
男
性
患
者
さ

ん
が
多
い
診
療
科
で
す
。
入
院
患
者
さ
ん
の

年
齢
で
す
が
、
６０
歳
〜
７０
歳
代
で
、
全
体
の

５０
％
を
占
め
ま
す
。
ま
た
高
齢
社
会
を
反
映

し
て
、
８０
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
も
毎
年
１
０

０
名
前
後
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
手
術
件
数

は
、
年
間
４
０
０
件
前
後
で
す
。
前
立
腺
肥

大
症
に
対
す
る
内
視
鏡
手
術
（
Ｔ
Ｕ
Ｒ
―
Ｐ
）

が
８０
件
、
表
在
性
膀
胱
癌
に
対
す
る
内
視
鏡

手
術
（
Ｔ
Ｕ
Ｒ
―
Ｂ
Ｔ
）
が
９０
件
な
ど
と
全

体
の
約
６
割
が
内
視
鏡
手
術
で
す
。
最
近
で

は
、
腎
臓
や
副
腎
の
摘
出
な
ど
も
、
開
腹
手

術
で
な
く
内
視
鏡
を
使
っ
た
手
術
に
移
行
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
に
背
中
や
お
腹
が
痛

く
な
る
尿
路
結
石
の
治
療
は
、
ほ
と
ん
ど
が

体
外
衝
撃
波
（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）
に
よ
る
結
石
破

砕
で
、
し
か
も
入
院
を
必
要
と
し
な
い
外
来

治
療
で
す
。 

　
排
尿
に
関
す
る
異
常
と
し
て
は
、
女
性
で

は
尿
が
漏
れ
る
（
尿
失
禁
）
と
い
う
訴
え
が

多
く
、
治
療
と
し
て
は
骨
盤
底
筋
体
操
（
肛

門
や
外
陰
部
を
１０
秒
間
閉
め
る
）
が
有
効
で

す
。（
当
然
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
）

男
性
で
は
、
尿
が
出
に
く
い
（
排
尿
困
難
）、

回
数
が
多
い
（
頻
尿
）、
ト
イ
レ
ま
で
間
に

合
わ
な
い
（
尿
意
切
迫
）
な
ど
が
多
く
、
前

立
腺
肥
大
症
や
前
立
腺
癌
の
下
部
尿
路
疾
患

の
精
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
最
近

で
は
前
立
腺
癌
患
者
が
増
加
し
て
お
り
、
毎

年
６
０
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。 

　
前
立
腺
癌
の
早
期
発
見
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前

立
腺
特
異
抗
原
）
と
い
う
血
液
検
査
が
非
常

に
有
効
で
す
。
５０
歳
以
上
の
男
性
に
は
こ
の

検
査
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
Ｐ
Ｓ

Ａ
が
異
常
に
高
け
れ
ば
生
検
（
組
織
検
査
）

を
行
い
ま
す
。
ち
な
み
に
平
成
１６
年
度
は
生

検
を
１
９
０
件
行
い
、
９０
件
が
陽
性
（
前
立

腺
癌
）
で
し
た
。
前
立
腺
癌
の
治
療
と
し
て

は
、
前
立
腺
内
に
限
局
し
て
い
る
場
合
は
前

立
腺
全
摘
除
術
が
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
当
科
で
も
年
間
２０
件
前
後

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
放
射
線
療
法
や
抗
男

性
ホ
ル
モ
ン
療
法
も
有
効
で
、
治
療
の
選
択

肢
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
次
に
、
泌
尿
器
科
の
症
状
で
は
、
無
症
候

性
肉
眼
的
血
尿
（
痛
く
も
な
ん
と
も
無
い
血

尿
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
尿
路
の
悪
性

腫
瘍
の
存
在
が
強
く
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
く
泌
尿
器
科
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。 

診
療
科
紹
介

泌

尿器

科
主
任
部
長 

　
廣
本 

宣
彦 

主
任
部
長
代
理 

（
結
石
破
砕
担
当
主
任
部
長
） 

　
小
深
田 

義
勝 

部
　
長 

　
望
月 

英
樹 

　
稗
田 

圭
介 
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薬
剤
部
だ
よ
り

　
最
近
、
医
療
過
誤
に
よ
る
事
件
や
事
故

が
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
大
き
く
報
道
さ
れ
、

一
般
の
方
た
ち
の
医
療
に
対
す
る
自
己
防

衛
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
く
す
り
に
つ
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
服
用
し
た
こ
と
が

あ
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
話
題

で
し
ょ
う
。 

　
近
年
の
進
歩
し
た
く
す
り
の
中
に
は
、

人
体
に
対
す
る
作
用
が
強
力
な
も
の
が
多

く
、
す
ぐ
れ
た
効
果
が
期
待
で
き
る
反
面
、

有
害
作
用
や
危
険
性
と
も
隣
り
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
ま
す
。｢

良
薬
口
に
苦
し｣

と
い

う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ

の
と
お
り
で
す
。
こ
う
し
た
く
す
り
と
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

は
く
す
り
の
正
し
い
飲
み
方
・
使
い
方
を

知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

   

　
く
す
り
は
、
規
則
正
し
く
決
め
ら
れ
た

量
を
き
ち
ん
と
飲
ん
で
、
初
め
て
効
果
が

現
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
般
的
な
く
す
り

の
正
し
い
飲
み
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。 

　
く
す
り
を
飲
む
と
き
は
、
多
目
の
水
（
約

コ
ッ
プ
１
杯
）
で
飲
ん
で
く
だ
さ
い
。
少

な
い
水
で
飲
む
と
く
す
り
が
溶
け
に
く
く
、

く
す
り
の
効
果
が
十
分
現
れ
な
い
ば
か
り

か
、
食
道
に
く
っ
つ
い
て
そ
の
部
分
が
刺

激
さ
れ
、
潰
瘍
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
で
飲
む
と
、
く
す

り
に
よ
っ
て
は
成
分
と
結
合
し
て
吸
収
が

邪
魔
さ
れ
た
り
な
ど
、
効
果
が
少
な
く
な

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

　
く
す
り
を
飲
む
と
き
は
、
一
般
的
に
吸

収
の
面
か
ら
み
る
と
空
腹
時
が
最
も
よ
い

の
で
す
が
、
副
作
用
と
し
て
胃
腸
障
害
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
後
３０
分
に

飲
む
方
法
は
、
食
物
が
消
化
管
を
保
護
す

る
の
で
副
作
用
が
少
な
く
、
ま
た
食
事
と

結
び
つ
い
て
い
れ
ば
、
忘
れ
ず
に
飲
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の

く
す
り
は
食
後
３０
分
に
飲
む
方
法
を
と
り

ま
す
。 

　
食
前
、
食
間
、
食
後
な
ど
飲
む
時
間
の

違
い
は
、
く
す
り
の
作
用
が
最
も
効
果
的

に
現
れ
る
よ
う
に
、
各
々
の
く
す
り
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
示
ど
お
り

規
則
正
し
く
飲
む
よ
う
に
自
分
で
工
夫
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

�
食
後
と
は
―
食
事
を
開
始
し
て
３０
分
く

ら
い
後
の
こ
と
で
す
。 

�
食
前
と
は
―
食
事
を
す
る
３０
分
く
ら
い

前
の
こ
と
で
す
。
食
欲
促
進
薬
や
吐
き

気
止
め
な
ど
は
、
食
前
に
飲
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

�
食
間
と
は
―
食
事
を
し
て
２
時
間
く
ら

い
後
の
空
腹
時
の
こ
と
で
す
。 

�
時
間
ご
と
の
服
用
と
は
―
抗
生
物
質
や

化
学
療
法
剤
な
ど
が
体
内
で
一
定
の
濃

度
を
維
持
す
る
た
め
に
飲
む
方
法
で
す
。 

�
頓
服
と
は
―
症
状
（
頭
痛
な
ど
）
が
あ

っ
た
と
き
、
ま
た
は
必
要
な
と
き
だ
け

飲
む
こ
と
で
す
。 

 

　
今
後
も
様
々
な
話
題
を
取
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
当
院
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
１８
年
４
月
１
日
よ
り
館
内
全
面
禁
煙
・
敷
地
内

分
煙
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

　
喫
煙
者
の
皆
様
に
は
御
不
自
由
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
・
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

な
お
、
病
院
北
側
業
者
用
駐
車
場
内
に
新
た
に
喫
煙
施
設
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
喫
煙
さ
れ
る
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
病
院
敷
地
内
で
喫
煙
可
能
な
場

所
は
こ
の
喫
煙
施
設
の
み
と
な
り
ま
す
。（
利
用
時
間
　
６
時
〜
２２
時
） 

■ 

く
す
り
の
飲
み
方
に
つ
い
て 

の
お
知
ら
せ 

・ 

館
内
全
面
禁
煙 

敷
地
内
分
煙 

西
玄
関 

西病棟

東病棟

南棟 中棟 

管理棟 

北出口 

正面玄関 

カルテ倉庫 リニアック 
MRI

駐車場 

ひだまり 

⇒敷地内 

館内⇒既存の建物の中 
　　　（軒先含む） 

（注） 

広電　JA広島病院前

国道2号線

新喫煙施設 

平成18年4月1日以降、病院敷地内の

喫煙可能場所はこの新喫煙施設のみと

なります。 

利用時間 6：00～22：00
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各
科
外
来
診
察
予
定
表

よく確
かめて

おいで
下さい

平成18.5.1現在

※整形外科の初診は手術の都合により変更する場合があります。
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていただく場合がありますのでご了承ください。

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初　診

（呼吸器） 再　診

午後診療
１３：３０～１５：３０

初　診
８：３０～１１：００

再　診
８：３０～１１：３０
（予約再診を除く）

初　診
８：３０～１１：００
再　診
８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００

１４：００～１５：００

８：３０～１０：００

８：３０～１１：００

１４：００～１５：００

８：３０～１１：００

１５：３０～１６：００

８：３０～１１：００
（完全予約制）

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０
（木曜は手術の為休診）

初　診

（循環器） 再　診

午後診療
１３：００～１５：３０

初　診

（腎・膠原病） 再　診

午後診療
１３：３０～１５：３０

初　診

（糖尿病代謝）

再　診

初再診形 成 外 科

初再診
脳神経外科

再　診

初再診呼吸器外科

初　診

産 婦 人 科 再　診

午後診療

初再診
皮　膚　科

午後診療

再　診

午後診療
１３：３０～１５：３０

初　診
（消化器）

再　診

初再診

小　児　科
午後診療

初再診外　　　科

初　診
心臓血管外科

再　診

初　診
整 形 外 科

初 診 再 診 午後診療

内
　
科

高　橋 中川（初再診） 村　井 中　川

高橋・村井 高橋・中川 村　井

喘息外来
広大医師

藤　井 國　田 友　弘 小　林

藤井・友弘 前田・友弘 小　林 藤井・國田

関　口 関　口
（第2木曜休診） 関　口

串畑
倉恒（初再診）

前田
卜部（初再診）

前田・小林
卜部

倉　恒 平　林

平林・倉恒 平　林 串　畑

CAPD外来
平林・串畑・倉恒

石田（和） 大　野大　黒

金沢・大田 重　光 藤本・奥田 大田・重光 　

茂　木 茂　木
創傷・褥瘡ケア外来 茂　木

田　口 木　下 黒　木 湯　川 湯　川

湯　川 黒　木 田　口 田　口 黒　木

渡 渡 渡 手術日 熊　谷

藤　本 内　藤 向　井 内　藤 山　本

内藤・向井 向井・山本 内藤・藤本 藤本・山本 藤本・向井

予約診療 予約診療

特殊外来

大　黒 石田（和）・大野
大黒

石田（和）・大野
大黒石田（和）・大野 石田（和）

大　野 石田（和）

小松・浅本 石田（邦） 徳　毛 大　原 横　道

徳　毛 小松・大原 石田（邦）・横道 小　松 石田（邦）・浅本

中畠・下薗 中畠・古井 下薗・古井 中畠・下薗 中畠・古井

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

予防接種
心臓・乳児検診

（1才半から第2・第4火曜）

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

乳児検診
（要予約）

中光・永田
羽田野

角・今村
湯浅

中光・香山
水上

永田・湯浅
羽田野

今村・香山
水上

川　上 望月（慎）繁　本 繁　本 中尾（達）

川上・中尾（達）繁　本 繁　本望月（慎） 中尾（達）・望月（慎）

藤本・重光 大　田 初診医師 奥　田 金　沢

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬

森川・田中
　瀬
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原田（奇数週）
井上（偶数週）
原田（偶数週）
井上（奇数週）

１
．
あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い

や
病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

２
．
あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危

険
性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の

う
え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

３
．
あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の

内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。 

５
．
あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を

お
す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内

容
や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を

し
ま
す
。 

１
．
安
心
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
実
現
に
努

め
ま
す 

２
．
親
切
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
和
と
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
ま
す 

３
．
身
近
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
と
健
康
的
な
生
活
の
提

供
に
努
め
ま
す 

４
．
立
派
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
最
新
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
良
質
な
医
療
の

提
供
に
努
め
ま
す 

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

患
者
さ
ん
の
権
利

　
急
に
意
識
が
な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
な

か
に
は
心
臓
の
筋
肉
が
小
刻
み
に
ケ
イ
レ
ン

し
て
し
ま
う
（
心
室
細
動
「
し
ん
し
つ
さ
い

ど
う
」）
方
が
あ
り
ま
す
。
助
か
る
チ
ャ
ン

ス
は
１
分
ご
と
に
１０
％
ず
つ
低
下
す
る
た
め
、

速
や
か
な
心
肺
蘇
生
（
気
道
確
保
、
人
工
呼

吸
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
と
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
除

細
動
）
が
必
要
で
す
。 

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
医
療
機
器
で
す
が
一
般
市
民
の

使
用
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
最
近
は
公
共
施

設
な
ど
に
も
設
置
が
増
え
て
い
ま
す
。
音
声

ガ
イ
ド
に
従
っ
て
胸
に
パ
ッ
ド
を
貼
り
ま
す

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
自
動
的
に
心
電
図
を
解
析
し
、

除
細
動
が
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し

て
く
れ
ま
す
。
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
除
細
動
刺

激
が
出
力
さ
れ
ま
す
。 

　
一
般
市
民
む
け
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を

含
め
た
救
急
蘇
生
法
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
近
く
の
消
防
署
、
日
赤
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

　
な
お
、
当
院
の
病
棟
と
外
来
の
各
フ
ロ
ア

に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
型
除
細
動
器
も
設
置
し
、

患
者
さ
ま
の
安
全
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
麻
酔
科
主
任
部
長
　
中
尾
正
和
） 

Ａ
Ｅ
Ｄ 

が
当
院
外
来
に 

設
置
さ
れ
ま
し
た 

Ａ
Ｅ
Ｄ 

が
当
院
外
来
に 

設
置
さ
れ
ま
し
た 

﹇
自
動
体
外
式
除
細
動
器
﹈

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初　診
泌 尿 器 科

再　診

初再診眼　　　科

初　診

耳鼻咽喉科 再　診

午後診療

初　診

再　診歯科口腔外科

午　後

初　診

再　診

精　神　科

心 療 内 科

初再診
麻　酔　科

術前診察

初再診画像診断部

初再診放射線治療科

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００

１４：００～１６：００

８：３０～１１：００
（予約制）

８：３０～１０：３０
（完全予約制）

完全予約制

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

廣本・稗田 小深田 廣本・稗田 望月（英） 小深田・稗田

望月（英） 廣本・望月（英） 小深田 廣本・小深田 望月（英）

二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田

兼　見 水　野 兼　見 水　野 兼見・水野

水　野 兼　見 水　野 兼　見 兼見・水野

月曜 アレルギー（１５：３０～１６：００）　第2・4月曜 補聴器（１３：００～１６：００予約制）
（医師は交替制）

井　上 原　田 井　上 原　田

原　田 井　上 原　田 井　上

手術日 外来手術日
（予約制） 手術日 外来手術日

（予約制） 一般外来

世木田世木田 世木田 世木田

世木田 世木田 世木田

世木田

松　本 中尾（正） 東 松　本 中尾（正）

白石・小村 松　原 白　石 松原・小村 東

藤川・秦 藤川・海地・石川 藤川・石川 藤川・鈴木 藤川・秦

桐生・橋本 桐生・橋本 桐生・橋本 桐生・橋本 桐生・橋本
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新
任
Dr
の
紹
介
紹
介 
新
任
Dr
の
紹
介
紹
介 

循
環
器
科 

　
卜
部 

洋
司 

新
任
Dr
の
紹
介 

　
廣
島
総
合
病
院
で
２
年
間
研
修
医
と
し
て
研
修
し
た
後
、

４
月
よ
り
循
環
器
内
科
医
と
し
て
働
か
さ
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
卜
部
洋
司
で
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後

も
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

消
化
器
内
科 

　
横
道 

春
奈 

　
平
成
１６
年
広
島
大
学
を
卒
業
し
、
２
年
間
の
安
佐
市
民

病
院
で
の
臨
床
研
修
を
経
て
、
こ
の
度
４
月
よ
り
消
化
器

内
科
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一

日
も
早
く
皆
様
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

外
科 

　
水
上 

健
友 

　
大
学
卒
業
以
来
５
年
ぶ
り
に
廿
日
市
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
実
家
や
病
院
の
ま
わ
り
も
随
分
様
変
わ
り
し
た
よ
う

で
す
。
故
郷
を
再
認
識
し
つ
つ
、
家
族
も
お
世
話
に
な
っ

た
当
院
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

心
臓
血
管
外
科 

　
繁
本 
憲
文 

　
こ
の
度
、
心
臓
血
管
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
１４
年
広
島
大
学
卒
業
後
、
大
学
病
院
、

島
根
県
大
田
市
立
病
院
に
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

呼
吸
器
外
科 

　
熊
谷
　
元 

　
３
年
間
の
大
学
で
の
研
究
生
活
を
終
え
て
、
こ
の
度
、

呼
吸
器
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
廿
日
市
を
中
心
と
し
た
広
島
県
西
部
の
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

産
婦
人
科 

　
向
井 

啓
司 

　
４
月
か
ら
産
婦
人
科
で
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
８
年
広
大
卒
で
３
月
ま
で
は
呉
医
療
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
慣
れ
、
広

島
県
西
部
の
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

ご
指
導
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

放
射
線
治
療
科 

　
橋
本 

泰
年 

　
２
０
０
２
年
３
月
に
安
佐
市
民
病
院
へ
転
勤
し
て
以
来
、

４
年
ぶ
り
に
も
ど
っ
て
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

糖
尿
病
代
謝
内
科 

　
大
野 

晴
也 

　
平
成
１４
年
広
島
大
学
を
卒
業
し
、
臨
床
研
修
を
終
え
た

後
、
広
島
市
民
病
院
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
廿
日
市

市
の
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
皆
様

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

糖
尿
病
代
謝
内
科 

　
大
黒 

景
子 

　
広
島
大
学
病
院
で
２
年
間
の
臨
床
研
修
を
終
え
、
４
月

よ
り
広
島
総
合
病
院
に
糖
尿
病
・
代
謝
内
科
の
医
師
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
も

早
く
皆
様
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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新
任
Dr
の
紹
介
紹
介

新
任
Dr
の
紹
介
紹
介

新
任
Dr
の
紹
介

歯
科
口
腔
外
科 

　
井
上 

伸
吾 

　
５
月
よ
り
口
腔
外
科
に
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昭
和
６２
年
に
広
島
大
学
卒
業
後
、
ず
っ
と
大
学

に
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
廿
日
市
市
の
地
域
医
療
に
貢
献

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
上
田 
　
猛 

　
４
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
は
迷
惑
ば
か
り
掛
け
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
、
み
な
さ
ん
の
お
役
に

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
北
野 

徳
子 

　
平
成
１８
年
高
知
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
北
野
で
す
。
４

月
か
ら
、
こ
の
広
島
総
合
病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
け
る
こ

と
が
出
来
、
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
色
々
と
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
近
藤 

朗
子 

　
こ
の
度
、
臨
床
研
修
医
と
し
て
Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
で

お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
す
が
、
日
々
様
々
な
こ
と
を
吸
収
し
、
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
対
馬 

　
浩 

　
こ
の
春
、
広
島
大
学
を
卒
業
し
、
広
島
総
合
病
院
で
研

修
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
指
導
を

し
っ
か
り
聞
い
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
暖
か
い
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
中
川 

博
文 

　
こ
の
春
、
三
重
大
学
を
卒
業
し
、
６
年
ぶ
り
に
ふ
る
里

広
島
に
戻
り
、
広
島
総
合
病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
々
情
熱
と
思
い
や
り
を
持
っ
て
医
療
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
牧
村 

啓
晃 

　
こ
の
度
、
広
島
総
合
病
院
で
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、
廿
日
市
市
の
地
域

医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
三
好 

綾
子 

　
４
月
よ
り
広
島
総
合
病
院
で
研
修
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
が
多
く
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
医
師
と
し
て
日
々
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

臨
床
研
修
医 

　
山
崎 

京
子 

　
広
島
大
学
を
卒
業
し
、
４
月
よ
り
研
修
医
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
社
会

人
と
し
て
は
勿
論
、
一
医
師
と
し
て
し
っ
か
り
勉
強
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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リハビ
リコーナー

No.4

膝の痛み 膝の痛み 

　今回のテーマは「膝の痛み」についてです。 
　膝の痛みには色々な原因が考えられますが、その中で大きな割合を占めるのが、変形性膝関節
症です。今回はこの変形性膝関節症に対して行なわれる運動療法の一例と日常生活での注意点に
ついて紹介したいと思います。 

～変形性膝関節症の運動療法～ ～変形性膝関節症の運動療法～ 

家庭でできる変形性膝関節症の運動療法 
― 自宅でも手軽な運動を毎日続けましょう ― 

　変形性膝関節症の治療には、「運動療法」「薬物療法」｢物理療法｣や、「手術療法」などがあります。
　しかし、治療の基本は患者さんが注意しながら日常生活を過ごすことです。 
　症状を進行させないために、　　○ 肥満を改善する　　　　　○ 正座はしない 
　　　　　　　　　　　　　　　○ 重いものを持ち歩かない　○ 杖を使う（特に長距離歩く場合） 

　など、普段から膝の負担を減らしていくように心がけることが大切です。 
※膝の痛みが強い場合や長く続く場合は、まずは整形外科を受診してください。 

日常生活での注意点 !

①仰向けに寝る 
②片方の脚を30度く
らい上げる 
③そのまま10秒ほど
止める 
④元にもどす 

筋力を強化する運動 大腿四頭筋（太ももの前）を
鍛える運動

だいたいしとうきん 

筋力を強化する運動 外転筋（太ももの外側）を
鍛える運動

がいてんきん 

太ももを上げる方法

（　　　　　　　　　） 
左右とも各4～5回行う 
症状に応じ適宜増減する 
腰を痛めないよう注意する 

①椅子に座る 
②片方の脚を水平に伸
ばす 
③そのまま10秒ほど
止める 
④元にもどす 

ひざを伸ばす方法

（　　　　　　　　　） 左右とも各4～5回行う 
症状に応じて適宜増減する 

①横向きに寝る 
②上の脚を伸ばしたま
ま股を開くようにゆ
っくり上げる 
③そのまま4つ数える 
④ゆっくりおろす 

（　　　　　　　　　） 左右とも各4～5回行う 
症状に応じて適宜増減する 

柔軟性を高める運動

①床に脚を伸ばして座る 
②ひざに力を入れ、つま先を伸
ばして、そのまま4つ数える 

③ひざに力を入れながら
つま先をそらして、 
　そのまま4つ数える 

（　　　　　　　　　） 左右とも各20回行う 
症状に応じて適宜増減する 

※今回で「リハビリコーナー」を終了させていただきます。次号より新しい連載が始まります。 




